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企
画
展
「
お
釈
迦
さ
ま
の
も
の
が
た
り

～
涅
槃
図
か
ら
読
本
・
草
双
紙
ま
で
～
」

日
時

４
月
　
日

～
５
月
　
日


２５

３１

午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
入
館
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容

一
宮
市
域
に
伝
わ
る
涅
槃
図
を

始
め
、
釈
尊
に
ま
つ
わ
る
絵
巻

や
版
本
を
展
示
し
、
日
本
で
培

わ
れ
て
き
た
釈
尊
の
姿
を
紹
介
。

観
覧
料

一
　
般
　
２
０
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
１
０
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
　
５
０
円

市
内
小
中
生
・
　
歳
以
上
無

６５

料
（
以
下
同
じ
）

企
画
展
「
茶
の
湯
の
浸
透
」

日
時

６
月
　
日

～
７
月
　
日


２０

２６

午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

内
容

江
戸
時
代
中
・
後
期
に
村
で
行

わ
れ
て
い
た
茶
の
湯
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
村
で
生
き
る
人
々

の
文
化
展
開
の
一
端
を
紹
介
。

常
設
展
「
三
岸
節
子
　
花
・
香
る
」

日
時

４
月
７
日

～
５
月
　
日


１０

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
　
分
ま
で
、
月
曜

３０

休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容

三
岸
節
子
に
と
っ
て
花
は
、
特

別
な
存
在
で
し
た
。
そ
の
多
様

な
美
を
持
つ
花
を
描
い
た
数
々

の
作
品
を
展
示
。

観
覧
料

一
　
般
　
３
２
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
２
１
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
１
１
０
円

市
内
小
中
生
・
　
歳
以
上
無

６５

料

特
別
展
「
芥
川
紗
織
展
」

日
時

５
月
　
日

～
６
月
　
日


１６

２１

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

内
容

大
胆
で
ユ
ニ
ー
ク
な
画
題
を
鮮

や
か
な
染
色
で
表
現
し
た
作
者

の
作
品
群
を
回
顧
し
た
展
覧
会
。

そ
の
代
表
作
と
併
せ
、
共
に
活

動
し
た
「
制
作
者
懇
談
会
」
の

メ
ン
バ
ー
や
同
時
代
の
女
性
画

家
の
作
品
も
展
示
。

観
覧
料

一
　
般
　
５
０
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
３
０
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
２
０
０
円

市
内
小
中
生
・
　
歳
以
上
無

６５

料

そ
の
他

関
連
行
事
と
し
て
講
演
会
、

展
示
説
明
会
を
予
定
。

歴
史
講
座

「
美
濃
路
探
訪
～
春
・
尾
張
編
～
」

日
時

①
５
月
　
日


１０

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
　
　
②
５
月
　
日


２４

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
３０

内
容

江
戸
時
代
の
主
要
街
道
美
濃
路

に
つ
い
て
、
歴
史
と
現
在
の
様

子
を
現
地
実
習
で
学
ぶ
講
座
。

申
込
み

応
募
期
間
中
に
資
料
館
へ
直

接
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
申

込
み
。

（
市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）
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《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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【
問
合
せ
先
　
藤
乃
会
尾
西
教
室
】

　

　－

８
３
２
７

６２

日
時
▼
４
月
　
日

　
午
後
１
時
～

１２

会
場
▼
尾
西
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

内
容
▼
筝
の
演
奏
発
表
会

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

　－

７
６
９
０

７２

日
時
▼
４
月
　
日

・
５
月
　
日

・

１２

１０

６
月
　
日

　
午
後
１
時
～

１４

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自
　
句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
真
清
短
歌
会
】

　

　－

６
６
０
６

７２

日
時
▼
４
月
　
日

・
６
月
　
日


１２

１４

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月
　
日

　
午
前
９
時
～

１２

行
先
▼
な
ば
な
の
里
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
５
０
０
円
（
食
事
つ
き
）

申
込
み
▼
４
月
　
日
ま
で
に
事
務
局

２０

（

　－

０
０
１
３
）へ
連
絡

８４

【
問
合
せ
先
　
一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

　－
２
８
２
７

８７

日
時
▼
４
月
　
日

　
午
前
　
時
～

１９

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
一
宮
音
楽
家
協
会
会
員
に
よ
る

演
奏
会

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

　－

５
２
２
１

７３

日
程
▼
４
月
　
日


１９

会
場
▼
石
刀
神
社（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

　－

５
５
０
４

７３

日
時
▼
４
月
　
日

・
５
月
　
日

・

２６

２４

　
　
　
６
月
　
日

　
午
後
１
時
～

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月
　
日

午
前
９
時
～

１９

行
先
▼
岡
崎
城
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
０
０
０
円
（
食
事
つ
き
）

申
込
み
▼
事
前
に
事
務
局

　
　
　
　（

　－

０
０
１
３
）へ
連
絡

８４

【
問
合
せ
先
　
一
宮
川
柳
社
】

　

　－

８
０
４
５

４５

日
時
▼
４
月
　
日

・
５
月
　
日

・

２６

２４

　
　
　
６
月
　
日

　
午
後
１
時
～

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
】

　

　－
０
０
１
３

８４

日
時
▼
６
月
４
日

～
７
日


午
前
　
時
～
午
後
５
時
（
７
日

１０

は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
・
立
体
、

工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
書
、
写
真

の
作
品
展
示

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
一
宮
舞
踊
協
会
　花
柳
流

こ
ま
希
久
会
】
　

　－

５
４
９
８

４５

日
時
▼
６
月
７
日

午
前
　
時
～

１１

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

　－

０
７
３
７

４３

日
時
▼
６
月
　
日

午
後
１
時
　
分
～

２１

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

入
場
料
▼
５
０
０
円
　
前
売
４
０
０
円

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
第

回
一
宮
新
総
合
美
術
展
』

『
春
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
春
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
第
　
回
こ
ま
希
久
会
日
本
舞
踊
発
表
会
』

１８

『
第

回
藤
乃
会
演
奏
会
～
春
に
誘
わ
れ
て
～
』
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４
月
　
日
～

月

日

２６

　
丸
井
金
猊
は
一
宮
市
北
方
町
で
生

ま
れ
、
戦
前
に
西
洋
と
エ
ジ
プ
ト
、

ア
ジ
ア
の
影
響
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
よ

う
な
独
自
の
画
風
を
確
立
し
た
日
本

画
家
で
し
た
。
東
京
美
術
学
校
で
教

鞭
を
と
り
、
そ
の
後
は
神
奈
川
県
立

神
奈
川
工
業
高
校
で
デ
ザ
イ
ン
科
を

育
て
上
げ
ま
し
た
。

　
知
ら
れ
ざ
る
画
家
丸
井
金
猊
氏
の

作
品
　
点
を
初
め
て
展
観
す
る
こ
と

６４

に
よ
り
、
丸
井
金
猊
を
、
そ
の
独
特

の
作
品
を
地
元
の
方
々
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。


月

日
～

月

日

　
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、

西
ア
ジ
ア
、
中
国
、
南
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
土
器
１
６
５
点
を
、
所
蔵
す
る

愛
知
県
陶
磁
資
料
館
か
ら
借
用
展
示

し
ま
し
た
。
日
本
の
縄
文
時
代
か
ら

古
墳
時
代
の
土
器
と
同
時
期
の
世
界

各
地
の
土
器
を
対
比
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


月
　
日
～

月
　
日

３０

１５

　
一
宮
美
術
作
家
協
会
　
人
の
会
員

４９

の
皆
さ
ん
が
、
最
新
の
発
想
・
イ
メ

ー
ジ
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
作
品
　６３

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
館
内
か
ら

中
庭
に
か
け
て
の
会
場
に
は
、
作
家

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
が
並
び
、

個
性
豊
か
な
作
風
を
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。


月
　
日
～

月
　
日

１８

２８

　
一
宮
市
写
真
協
会
の
会
員
　
人
が

３０

「
伝
え
た
い
　
今
日
か
ら
　
明
日
へ
。」

を
今
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
作
品
　５１

点
を
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
人
、
動
物
、

植
物
、
そ
し
て
自
然
と
の
出
会
い
を

来
館
者
の
皆
さ
ん
に
も
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

月
　
日
～
　
月
　
日

１０

１１

１１

２４

　
か
つ
て
一
宮
に
は
、「
三
八
市
」
と

い
う
市
場
が
あ
り
ま
し
た
。
三
八
市

は
、
江
戸
時
代
、
享
保
　
年
（
１
７

１２

２
７
）
以
来
真
清
田
神
社
の
門
前
で

行
わ
れ
、
織
物
関
係
商
品
や
生
活
必

需
品
な
ど
の
商
い
で
た
い
へ
ん
賑
わ

い
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

三
八
市
で
の
商
品
の
流
通
、
生
産
な

ど
の
歴
史
の
一
端
を
紹
介
し
、
周
辺

の
苅
安
賀
、
起
な
ど
の
村
々
で
開
催

さ
れ
て
い
た
市
も
含
め
、
市
の
機
能

に
つ
い
て
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
一
宮

を
考
え
る
一
助
と
な
る
よ
う
企
画
し
、

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
月

日
～
　
月
　
日

１２

１２

２１

　
第
　
回
一
宮
市
美
術
展
の
成
果
等

６６

を
う
け
て
、
一
宮
市
美
術
展
で
の
各

部
門
の
依
頼
出
品
者
と
市
長
賞
受
賞

者
、
な
ら
び
に
各
協
会
か
ら
の
推
薦

者
の
作
品
、
あ
わ
せ
て
　
点
を
展
示

７７

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、

今
回
が
８
回
目
と
な
り
ま
す
が
年
ご

と
に
、
美
術
を
愛
好
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
が
作
家
各
氏
の
美
術
文
化
作
品

の
精
華
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

一
宮
に
お
け
る
よ
り
一
層
の
美
術
や

文
化
の
振
興
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
。

平
成
　
年
の
展
示
を
み
る
 

一
宮
市
博
物
館

２０

　
一
宮
市
博
物
館
で
は
、
本
年
度
も
市
民
の
皆
様
に
広
く
美
術
、
歴
史
の

研
究
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
多
彩
な
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
い
く
つ
か
の
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
と
炎
の
芸
術

一
宮
写
真
協
会
選
抜
写
真
展

一
宮
三
八
市
の
に
ぎ
わ
い





一
宮
市
現
代
作
家
美
術
秀
選
展





　一
宮
美
術
作
家
新
展

い
ま
あ
ざ
や
か
に
　
丸
井
 金
  猊
 展

き
ん
 げ
い


